
令和８年度 長崎県立鹿町工業高等学校「ふるさと教育」体系図

テーマ

外部連携機関
（行政機関・事業所）
（大学・専門機関）

長崎県が抱える課題及び社会の変化にともなう高校教育改革の中でふるさと教育の取組を進めて、本県最大の課題である人口減少を少しでも抑制する
ため、地域の多様な人々と協働を通して、ふるさとへの愛着と誇りや「ふるさとに貢献したい」という意識を醸成し、ふるさとの未来を担う人材の育成に取り
組むことを目指す。

長崎県立鹿町工業高等学校 （機械科、電気科、電子工学科、土木技術科 1年、2年、3年 生徒数341名）
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会 地域社会（保護者を含む地域住民、産業、文化、歴史等）

連 

携

県内就職支援学習の推進

目
標

育成したい
資質・能力

地域の未来を担う
リーダー的人材の育成

地域貢献への
意識醸成

ふるさとへの
愛着と誇り

学びに向かう力
人間力の伸長

Plan（計画） ・進路行事年間計画作成
進路学習計画、県内企業説明会実施計画、ふるさと教育実施計画

・インターンシップ実施計画作成
Do（実行） ・進路学習の実施（進路学習の時間確保）

・県内企業説明会の実施（6月：全校生徒、12月：1･2年生）
・インターンシップの実施（2年生：3日間）
・ふるさと教育講話の実施（1年生）
・起業家教育の実施（1年生）
・地域行事への参加 ・未来の工業人財発掘 Win-Winプロジェクト
・地元企業による実技指導

Act（展望・改善） ・各行事への職員の参加及び外部連携機関との会議の実施
・成果発表実施（進路体験発表会・インターンシップ報告会・校内課題研究発表会）

・
協
働

Check（評価）
・進路希望調査
・県内企業説明会等に参加した企業への就職者の割合
・県内に就職した生徒の割合

成
果
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標

＜主な取組＞

学校番号

40

ふるさと教育連携協議会
教務主任、指導教諭、進路指導主事、進路指導副主任、進路指導部、美術・学校広報担当、3学年主任、2学年主任
1学年主任、機械科主任、電気科主任、電子工学科主任、土木技術科主任、キャリアサポートスタッフ
佐世保市商工労働課、松浦市地域経済活性課企業対策室、平戸市商工物産課商工新産業班、県北振興局商工観光課
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